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武陽月報は、大豆と共に情報をお届けするニュースレターです。 

最近の原材料高騰について 

前月号でご紹介しましたが、令和 3 年 4 月 1 日から、事業者が消

費者に対して行う価格表示は、税込表示・総額表示が義務化されま

した。これまでは「税抜き」や「税別」という表記が許されていました

が、4 月以降は小売り・外食などですべてが総額表示に変わります。

事業者としては、便乗値上げだと思われないように、あえて 3 月まで

の価格を手書きするなどの工夫をされているようです。 

今回ここでご案内したいのが、昨年秋ぐらいから原材料の高騰が

新聞紙上に見受けられるようになったことです。具体的には「トウモロ

コシ」「大豆」「原油」などがあげられます。 

特に、我々が扱う「大豆」は昨年 8月にラニーニャ現象による作付けの遅れから、1㌴/9 ドル(3.5㎏/990円)前後だ

ったものが 1㌴/11㌦(1,210円)まで高騰。その後、中国で養豚数が増加し大豆需要が拡大、11月には 1㌴/12㌦を

超え 6年ぶりの高値圏となり、海外投資家の動向も相まって、3月まで 1㌴/13㌦超での取引となりました。 

12月には海上コンテナ輸送量が過去最高値となるなど、ポストコロナに向け自動車部品の荷動きが活発となり、米

国からの入船遅れなどから米国産牛肉が 2 年ぶりの高値を付けました。同時に「トウモロコシ」「大豆」価格も再び上

昇圧力を受け 1㌴/14.53㌦(1,598円)となりました。 

この影響は鶏や豚・牛に与えられる配合飼料(原材料は大豆やトウモロコシをすりつぶしたもの)にも表れ、12 月の

+3,900円の値上げに続き 4月からは 1t/5,500円の値上げとなるなど、生産農家のコスト上昇は食肉価格に影響され

るものと見られます。 

また、一週間近く続いていたスエズ運河での大型コンテナ船座礁は「原油先物の買い」を呼びました。しかし、渋滞

解消に 2 倍の通行を実施するとのニュースで、原油先物は落ち着

き始めましたが、レギュラーガソリンの店頭価格は 18週連続で上

昇しており、ガソリンは全国平均 150.3 円となっております。一方

で太陽光発電などを支えるため我々が負担している「再エネ賦課

金」の単価が引き上げられたことで、5 月から電気料金の値上げ

が予定されております。(東京電力で 4月に比べ 276円プラスとな

る見通し) 

ポストコロナに向け各国は生産体制整備のための物流が活発

化しており、原材料の不足やコスト高の様相を呈しております。事

業者のみなさまにおかれましては、販売価格面への転嫁も検討し

ていかなければならない環境にあると思われます。 

大豆・トウモロコシの価格変動の影響

食用油の高騰

配合飼料値上げ → 食肉価格値上げ(?)

海上コンテナ不足 → 海上運賃上昇 → 更なる大豆価格への影響(?)

↓

中国の需要拡大

南米の不作
→ 穀物価格高騰 →
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令和 2年産国産大豆の第四回入札結果 

 日本特産農産物協会より令和 2年産最初の入札結果が発表されました。 

東日本での収穫量が低位にあることを受け、平均落札額は入札回数を増すごとに高値となっております。 

上場数量(㌧) 前月比 落札数量(㌧) 前月比 平均落札額 前月比 前年比

普通大豆 3,815 +209 2,999 +760 11,600 +12 +893

特定加工用大豆 1,381 +407 1,292 +397 11,019 +796 +964

合計 5,196 +616 4,291 +1157 11,425 +182 +888
 

銘柄別落札価格では、東北地方産の大豆の人気は高く、下記にありますように

前年に比較し、2,000 円以上高い状況にあります。上場数量も多くなりつつあり

ますが、全体的にはまだ様子見ムードがあり、しばらくは数量低位・価格高位の

状況が続くとみられます。次回の入札は 4月 14日（水）の予定です。 

粒別品種 上場数量 前年上場数 落札数量 落札率 平均落札額 前年平均落札額 増減

北海道 大粒 とよまさり 23,265 22,410 23,100 99% 11,562 10,758 +804

中粒 とよまさり 1,155 1,320 1,155 100% 11,213 9,819 +1,394

青森 大粒 おおすず 825 3,300 825 100% 12,020 10,252 +1,768

岩手 大粒 リュウホウ 990 990 990 100% 11,248 9,163 +2,085

宮城 大粒 ミヤギシロメ 1,320 660 1,320 100% 11,723 10,945 +778

中粒 ミヤギシロメ 2,640 1,650 2,640 100% 11,224 9,656 +1,568

秋田 中粒 リュウホウ 330 1,980 330 100% 12,540 9,963 +2,577

山形 大粒 里のほほえみ 330 1,485 330 100% 12,485 9,644 +2,841

中粒 エンレイ 330 495 330 100% 13,460 9,240 +4,220

栃木 大粒 里のほほえみ 330 1,485 330 100% 12,169 9,653 +2,516
 

弊社 二本松事務所・倉庫 の工事進捗について 

 昨年 11 月から開始された弊社の二

本松事務所・倉庫は、.棟上げが完了

し、外壁工事に移っております。全形

がはっきりと目の前に現れ、想像を超

える大きさにびっくり致しました。従来

の弊社倉庫の中で一番大きくなること

は、机上の数値で確認はしておりした

が、高さ・奥行ともに地域 1 番の大きさ

であると感じました。 

 桜も満開となり、あと 2 カ月で完成する

のかと思うと、気もそぞろです。 

 弊社では同時に、山形出張所も事務所

と倉庫の一元管理を図るために、現在と

同じ山形県酒田市内の東両羽町に移転

する手続きも進めております。山形県内

での一層のサービス向上に努めてまい

ります。 

 

 

口  本社             03-3211-4831             

口  東北第一営業所    0229-54-1151    

口  山形出張所        0234-21-9144                              

口  東北第二営業所    0243-24-5818                 

口  飼料部宮城営業所     0229-25-8680     

口  飼料部福島営業所     024-593-5121     

口  大豆選別・挽割加工工場（宮城県美里町）       

口  大豆保管第１・第２定温倉庫（宮城県大崎市）    


